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業界レポート

2020 年リネン（亜麻）事情
ヨーロッパにおけるフラックス生産の推移

2015 2016 2017 2018 2019 2020

作付面積 
（Ha） 95,000 106,978 117,483 124,092 139,610 150,000 

（予想）
原料生産数量 

（ｔ） 130,000 137,192 146,065 142,793 182,456 180,000 
（予想）

原料価格 
€/kg 2.35 2.98 3.0 3.5 4.0

　世界的なリネン需要の高まりにより、過去数年間、フランスをはじめ、ベルギー、オラ
ンダなどを含めたフラックス主要生産国ではフラックス栽培面積の拡大、ファイバーの増
産が続いています。
　2020 年度もこの傾向は継続しており、現時点で正式な集計はありませんが、作付面積は
2019 年に対しておよそ 15％以上拡大していると予想されます。種蒔きを終えた畑はリネ
ン市場のさらなる成長を期待して、芽吹きを待っていましたが、現在 COVID-19 が世界中
に蔓延し、欧州のフラックス農家にも大きな影響を与えています。。
 COVID-19 下のヨーロッパ

　フラックスの最大の産出国であるフランスも感染拡大が深刻です。国内22カ所のスカッ
チング工場は、従業員の安全を守るために閉鎖されており、4 月 1 日現在も稼働していま
せん。COVID-19 の流行が長引くにつれ、これから様々な弊害が明らかになっていくと思
われます。
 COVID-19 下の中国

　COVID-19 が最初に発生した中国では、その影響から脱しつつあります。一時閉鎖され
た中国内のリネン紡績工場、製織工場、染工場も順次稼働を再開し、遅れを取り戻す為に
フル稼働を始めた矢先、COVID-19 の猛威が輸出先の国々を襲いはじめました。現在、世
界に感染が広まるにつれ、各国からのオーダーが続々キャンセルになる状況となっていま
す。
 COVID-19 後のリネン

　命の危険に晒された人々は、今後、安全なものを求める傾向がますます強くなると予想
されます。その商品が天然由来なのか、サステナブルかどうかが最大のポイントであり、
リネンが今よりもさらに注目するようになると予想されます。現状、短期的には困難な状
況にありますが、長期的に見るとリネン産業には明るい未来が待っている筈です。
　ノルマンディの畑ではフラックスが芽吹いています。薄紫色の花が咲くころには、安心
してリネンを楽しめる世界に戻っていることを願ってやみません。

ベルギー（リール地方）リネン畑

by CELC（欧州麻紡連盟・経済部）

ベルギー（リール地方）リネン花
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業界レポート

2020 年ラミー（苧麻）事情

1. ラミーの栽培状況について
　2019 年は原草価格が記録的に高騰した年になってしまいました。しかしラミー栽培に関
しては、地方政府がいくつかの優遇政策を打ち出した影響で、新たな栽培を行うところが
現れ、約 20% 程度面積が増えたとの報告が上がっています。
　しかしながら、依然楽観できる状況ではなく、安心して産業として成り立っていける原
料供給量には至っていません。現在のラミー栽培は、最低保証も無く、農民の高齢化も進
んでおり、農作物としての地位を再び確立できるよう地方政府のラミー栽培面積に対する
更なる支援を期待されています。
　また、価格面では高止まり状態が続いており、市場性には見合っておらず、ラミー
100％の汎用品を生産できる水準には至っていません。

２. ラミーの栽培面積及び生産量について（推定）
　栽培面積は約 6.5 万畝（4,333Ha）前後と推測され、昨年より増加したと思われます。
　その主要産地は四川省で約 5 万畝〈3,333Ha〉と全体の 3/4。その他湖南省・湖北省・江
西省で 8 千畝。他は安徽省や広西壮族自治区等の伝統的栽培地に散在しているが、いずれ
もおおよその数字となっています。
　栽培面積から推定される生産量は約 4000t。今年も昨年に続き、やる気のある農家が中
心となって栽培しており、予想を大きく下回る事は無いと思われますが、昨年湖北省中心
に干ばつに見舞われた地域があり、多少の影響は出ている模様です。但し、市中在庫は潤
沢とは言えず、原料不足の状況は続いています。

３. 原草価格について
　原草価格は 2016 年から上がり始め、特に 2018 年は 1 年間で 50% 近く値上がりしました。
これで高止まりと思われた 2019 年ですが、更に 50% 以上も値上りしてしまい、定番素材
として安心して使用できる状態ではなくなってしまいました。この状態は現在も終息して
いません。
　但し、最近になって農家の生産意欲が向上し、量的な増加へつながりつつあり、価格ダ
ウンへの期待感は大きくなっています。

４. 2020 年の見通しについて
　上述の通りラミービジネスは若干明るい状況になりつつあります。特に地方政府、業界
団体、主要生産企業が、ラミー栽培を促進する具体的な措置を発表し実行し始めており、
それによって積極的に栽培を再開する農家が増えつつあります。
　更に、重要な課題である機械化による技術の改良と効率の向上が、農家の人手不足を補
い、生産性の向上につながり、最終的に原草コストを下げ、市場回復に向かう大きな要因
になる為、今後の進捗に期待したいと思います。
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亜麻・苧麻統計表

（単位：千円）
品目 輸入糸

亜麻糸 苧麻糸 計
平成年（1～12月） 数量（ｔ） 金額 数量（ｔ） 金額 数量（ｔ） 金額

平成 20 年 972 1,078,211 271 240,994 1,243 1,319,205 
平成 21 年 805 752,842 247 198,107 1,052 950,949 
平成 22 年 903 762,908 298 249,500 1,201 1,012,408 
平成 23 年 1,315 1,243,565 338 269,174 1,653 1,512,739 
平成 24 年 1,172 1,099,260 262 232,549 1,434 1,331,809 
平成 25 年 1,574 1,730,654 294 327,287 1,868 2,057,941 
平成 26 年 1,452 1,826,471 315 380,177 1,767 2,206,648 
平成 27 年 1,512 2,149,292 307 448,620 1,819 2,597,912 
平成 28 年 1,178 1,410,512 215 278,070 1,393 1,688,582
平成 29 年 1,294 1,490,800 220 299,854 1,514 1,790,654
平成 30 年 1,382 1,737,013 225 360,732 1,607 2,097,745
令和元年  1,315 1,751,145 163 272,176 1,478 2,023,321

（注）財務省日本貿易統計による。

（単位：千円）
品目 輸入織物 輸入ハンカチ

亜麻織物 苧麻織物 計 亜麻・苧麻ハンカチ
平成年（1～12月）数量（千㎡） 金額 数量（千㎡） 金額 数量（千㎡） 金額 数量 ( 千枚 ) 金額

平成 20 年 7,858 2,569,593 1,053 234,836 8,911 2,804,429 179 71,865 
平成 21 年 6,224 1,769,982 995 275,402 7,219 2,045,384 331 62,549 
平成 22 年 6,244 1,827,638 618 178,334 6,862 2,005,972 219 32,372 
平成 23 年 6,954 2,351,660 928 247,210 7,882 2,598,870 114 25,943 
平成 24 年 6,702 2,330,368 646 204,931 7,348 2,535,299 124 36,842 
平成 25 年 7,134 2,878,201 717 239,543 7,851 3,117,744 81 40,658 
平成 26 年 7,365 3,236,254 687 274,121 8,052 3,510,375 85 44,298 
平成 27 年 6,822 3,258,646 796 289,496 7,618 3,548,142 87 38,013 
平成 28 年 7,642 3,037,204 640 219,255 8,282 3,256,459 83 32,654
平成 29 年 7,624 3,019,338 605 212,452 8,229 3,231,790 86 36,624
平成 30 年 7,609 3,289,511 674 269,854 8,283 3,559,365 61 29,381
令和元年 7,683 3,248,368 426 184,789 8,109  3,433,157 57 26,299

（注）財務省日本貿易統計による。
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技術レポート

消臭麻【SAFCEL】素材の開発について
（株）ANTS JAPAN　代表取締役　村瀬　公一

開発背景
　時代の価値観は、環境破壊や資源の浪費に繋がる“過剰”な機能や付加価値の追求から、
地球の暮らしに配慮した、人に“優しい”機能 · 価値観への追及へと変化してきています。
こうした状況の中で ANTS JAPAN はメーカーで有るとともに、天然資源のユーザーとし
ての基本姿勢を忘れず、企業と消費者両方の視点で、人と地球の健やかな環境を考えた商
品づくりを実践してまいりました。

　ANTS JAPAN は天然繊維で麻を機軸に、さまざまな製品を
開発しご提供しています。今回はANTS JAPANが先頭に立って、
クラボウインターナショナルと ANTS JAPAN の中国生産拠点
( 江蘇雅盟新材料有限公司 ) が共同で地球環境に有利な、着心地
の良い素材を開発しました。クラボウインターナショナルのル
ナセルを活用した消臭麻【SAFCEL】はこの様な背景で生まれ
ました。

消臭麻【SAFCEL】の原料
経糸：39NM Safilin（ヨーロッパ原産のリネン糸）。風合いは普通のリ
ネンより柔らかく、甘い撚りで強度もあります。
緯糸：75D LUNACEL( フィラメント )。
ルナセル（LUNACEL）はコラーゲン ( 動物性タンバク質 ) とセルロー
ス ( レーヨン ) を融合した特殊形状繊維です。

  シルクのような光沢と滑らかさ 
-- 皮膚に優しい

LUNACEL はシルクに近い断面が 
あります。

 ルナセルの快適性 -- 吸放湿性有り

夏爽やか．冬暖かい快適性。
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 ルナセルの除臭性  ルナセルの紫外線防止

  染色特性 -- 濃染効果有り 
（反応性染料での比較）

麻と LUNACEL を交織すると、色が多彩
になります。

　　紫外線吸収特性

LUNACEL の高い紫外線吸収特性はプロテ
インの性質を継承しているためと考えてい
ます。

 染色方法
リネン＋ LUNACEL は反応染料で染色します。
セルロース繊維用反応性染料には反応性の大小により、低温型、
中温型、高温型がありますが、LUNACEL はコラーゲン ( 動物
性タンバク質 ) とセルロースを融合した特殊な繊維の為、反応
性の高い低温型より、中温型染料が適しています。
注意点：LUNACEL は塩素晒・アルカリでコラーゲンが溶ける
ので晒をする場合は過酸化水素晒で対応下さい。
染色速度はキュプラと同等です。シーツ地に使用する場合、麻
のハリコシ＋ルナセルの光沢、風合が良く、高級感に優れた商
品になります。

  消臭麻【SAFCEL】の 
設計と現物

 今後の課題
大学と連携して、リネン＋コラーゲンとか、ポリ＋コラーゲン混など分解 ( 降解 ) 性の有
る素材の開発を続けています。

北海道大学と連合研究室を開設！ 
 　 
地球環境や人類の生活環境を改善できるように頑張ります。
業界で有名な企業に成長するために努力しています。

以上
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2019「江西国際麻博覧会」参加レポート

昆山東蘇克有限公司　上用　秀樹

【出張期間】　2018 年 10 月 31 日～ 11 月 2 日　（麻博覧会は 11/1 ～ 11/3）
【出張者】（トスコ）根本社長、藤原本部長、（昆山東蘇克）上用、 海斌
【場所】　江西省分宜県江西国際麻紡城（開幕式会場及び博覧会場）

＊昨年は新余市の体育館で開催されましたが、今年は分宜県の江西恩 麻世 科
技股份の近くの分宜県江西国際麻紡城という会場で開催されました。

10/31　（夕刻）
・江西国際麻博覧会前夜会食及び博覧会主催の演出鑑賞会（分
宜県文化センター）
　展示会参加者、来賓との会食後に博覧会主催の鑑賞会を見学。
　鑑賞会には地元の小中学生も演者として出演。一般市民も鑑
賞出来るようになっており、分宜県全体で麻博を盛り上げるよ
うな取り組みがなされていました。

11/1　展示会開幕式及び展示会見学（分宜県江西国際麻紡城）
・開幕式　主催者及び来賓者挨拶
＊新余市市長　犹 氏
　新余市は江西麻紡産業の重要な集積区として、ここ数年来絶えず資金投入と政策支援の
力を強め、全力を尽くして麻紡という伝統産業を促進し、新しい時代に魅力を発揮してい
ます。現在、新余市は麻紡企業 320 社余りを集め、原料、補助材料、紡糸から捺染、製造、
仕立服まで一貫生産ができる完備された産業チェーンを形成しています。中国の麻紡産業
モデル基地を全力で構築しており、国内初の集産、城市、人、文化が一体となった麻紡特
色小鎮の建設が加速しています。
　ラミー栽培、夏布刺繍、文化創意、文化旅行などの業種が互いに融合し、連動して発展
している産業体系が建設されており、産業の発展はまさにその時代にふさわしいものと
なっています、との話がありました。

＊中国紡績工業会　高勇氏
　現在、この麻博覧会は徐々に世界の麻業界に影響を及ぼし始めています。
特に今回の博覧会は規模も大きく内容も充実しています。この博覧会は江西麻紡産業の発
展を促進するとともに、新たな時代に向け中国のラミー紡績の環境が再び輝きを放つ一助
となる事を確信致します。また、世界の麻業界と協力し交流を重ねることでウィンウィン
の関係を築き、一つのプラットフォームの役割を果たすと思われます。今後も江西省委員
会、省政府、新余市委員会、市政府などの力強い支援のもと、江西国際麻紡博覧会は益々
充実したものとなっていくでしょう。中国の麻紡業界の未来は明るく、国境を越えて発展
していくことでしょう、との話がありました。
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＊他の主催来賓の挨拶は割愛します。昨年はスライド等を用いて麻事業発展に関する説明
がありましたが、今年はそのような具体的な内容は無く、一般的な挨拶だけとなっていま
した。
　　　
・江西省麻紡産業連盟会発足の調印式
　江西省麻紡産業連盟会を発足することになりその調印式がありました。麻紡織品加工、
生産項目、麻紡特色小鎮の革新創業孵化プラットフォームなど 13 のプロジェクトについ
て実施していくとのことでした。開幕式の最後には麻衣料製品のファッションショーがあ
りました。

・博覧会見学
　今回は紡績、織編布、アパレル、小売り、研究機関など 135
社が出展しており、展示品は主に麻関係の服装、寝具、毛布、
バスタオル、靴下、手作業カバン等の麻繊維製品のほかに、刈
取や剥皮機などの麻栽培関連設備や麻類抽出化粧品及び種子、
栽培、加工技術などが展示されていました。

・11/2 分宜麻紡特色産業園建設予定地及び双林地区夏布の郷見学
　主催者提供のバスに乗り、分宜麻紡特色産業園の建設予定地
に行き説明を受けました。その後、ラミー栽培が行われている
双林地区に向かい、双林夏布文化祭を鑑賞し、夏布郷資料施設
の見学を行いました。この文化際にも地元住民が大勢参加して
おり、政府上げての取り組みが行われていると感じました。
　11/3 まで麻博覧会は行われますが、日程の都合もあり午後に
博覧会会場を後にしました。

◆所感
　昨年同様に江西省新余市地元政府は麻紡産業の発展に力をい
れており、今回の麻博覧会も大変盛大なものでした。ラミー栽
培も積極的に進めているようでしたが、現在の中国は人件費が
高騰しており、生産性の低いラミー栽培を行うより、外で働く
方が稼ぎが多いことから、実際にラミー栽培を行う農家は以前
に比べて大幅に減少しています。これだけ大掛かりな博覧会を
行う資金があるのであれば、その基となるラミー栽培と収穫に
ついて、生産農家のモチベーションが上がる施策や収穫効率を
高める機械開発等に注力する方が麻紡産業の発展には効果が上
がるのではないかと感じました。

以上
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パリ・CELC ワールドリネンフォーラム　出張レポート

帝国繊維株式会社　吉永　中楽
時間：　2020.02.11-10    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
訪問先：フランスパリ
CELC リネン国際フォーラム出席　

＊日本麻紡績協会出席メンバー　８社　
①　（株）大長　②　（株）麻絲商会　③　アトモスフェールジャポン（株）
④　（株）ANTS JAPAN　⑤　トスコ（株）　⑥　（株）ケンランド　⑦　岩田工房　
⑧　帝国繊維（株）

＊ CELE 会議出席者　214 名、20 ヵ国　中国デリゲーション約 30 名は全員欠席。
＊スピーチメンバー 30 名。日本麻紡績協会代表として吉永がスピーチを行った。

＊内容　
①　靭皮ファイバーに於ける ISO スタンダード認証　
②　日本リネン市場の最新情報
③　各国代表のスピーチ内容（日本麻紡協会に関係する情報のみ纏めさせて頂きました）
・ 2019 年フラックス収穫は 2018 年より約 10％伸び、特に LONG FIBER の伸び率が

高い。フランダース地区のフラックス栽培面積は引き続き毎年平均 10% の拡大が見
込まれる。

・2018 年から続く 40/- 以下のフラックス原料不足は改善される。
・2020 年フラックス原料の不足はないと思われる。
・ 昨年発生した欧州産ショートファイバーが大量に中国税関で輸入拒否された問題は

解決。新しいルールとしてファイバー屑が 20％以下にコントロールされていれば輸
入が許可される。

・ CELC はリネンの使用量を現在の全繊維の 0.4% から 1% に増やすことを各国に呼び
掛け、増やす方法が議論されている。

・昨年年末 ISO20706-1 で靭皮繊維（フラックス、ヘンプ、ラミー）の認証検査が
　標準化された。現在、世界中の 6 つの検査機関のみで認証検査が行われている。
・ショートファイバーの基準化提案
・最近中国からのヘンプ糸の台頭に対し、リネンへの脅威などが議論されている。
・インドリネンの紡績台頭：2019 年の 11 万錘から 2021 年 13 万錘まで増やされる模様。
・ フラックスの種子の品質改善により発芽率が 98% に達し、TERRE DE LIN 社も各

農家に提供。
以上
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＜ 2019 キングダム国際リネンフォーラム＞　参加レポート

帝国繊維株式会社　吉永　中楽

　2019 年 11 月 15 日 -17、浙江省鳥鎮にて開催されました＜ 2019 キングダム国際リネン
フォーラム＞に出席しましたので、その内容を報告致します。

【期間】　　2019 年 11 月 15 日～ 17 日　　
【開催地】　浙江省桐郷市鳥鎮
【会議】 　リネン国際フォーラム、懇親会及び工場見学　

出席メンバー約 200 名。参加国 20 以上（メイン参加国フランス、イタリア、オー
ストリア、ベルギー、オランダ、ベラルーシ、インド、エジプト、日本、韓国、
香港等々）
日本から（株）アカイ　滋賀麻工業（株）　帝国繊維（株）が参加

【主な内容】
＊ 中国亜麻紡績現状分析　2018 年約 60 万錘稼動中　
　内 浙江省 288,000 錘（全体の 51%）
 江蘇省 155,000 錘（25%）
 黒龍江省 52,000 錘（8%） 
 その他　101,000 錘　（16%）
＊中国亜麻原料スカッチングライン輸入数量
　2014 年　136,000 トン
　2015 年　140,000 トン
　2016 年　128,000 トン
　2017 年　121,000 トン
　2018 年　153,000 トン
＊中国国内亜麻市場の現状
　2018 年の麻生地生産量は約 395 万㎡、中国国内市場向け供給量は 289 万㎡、今後は
毎年 5％程度の需要伸びが見込まれます。引き続き中国から欧州リネン協会に対しリネ
ン原料統一基準が求められた。その他、フランス原料商、インド、韓国、日本などでそ
れぞれ最新のリネンの情報交換が行われていた。特にインドリネンについては紡績メー
カー 5 社約 10 万錘であるが、2018 年末に中国リネンに対し 20% の輸入関税が課され、
自国生産量が追い付かず、年間約 18,000 トンの糸が不足しているとのこと。
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ミラノ・ウニカ出展・出張レポート

株式会社大長　東岸 健太郎

今回で4回目の出展を終えました。今回はコロナウィルスのアジアでの拡大を受けてか、
中国からの来場者が大幅に減少、また、昨年ブースに来ていただいていた有名ブランドの
入場も大幅に減少しました。但し、来場者数はほぼ昨年と同じでした。

今回も湖東繊維工業協同組合として、共同出展し、展示会来場社は 3 社で 190 社、大長
単体では 60 社、ピックアップ点数 288 点（48 社）でした。

今回は各社で、特徴のあるものに展示を絞り込み、展示数を減らしたにも関わらず、ピッ
クアップ数が増加しました。各社の特徴を理解してもらうことに一定の成果があったと思
います。

　麻絲商会　　太番、撚糸に工夫を凝らして肉厚の物
　　　　　　　特殊加工、特殊先染での表面変化
　滋賀麻工業　和紙とリネンの組み合わせ
　　　　　　　合繊フィラメントと天然繊維の交織による表面変化
　大長　　　　＠ 1000/m 以下の商品と＠ 2000/m を超える凝った商品のすみわけ
　　　　　　　キュプラを中心とした、エコ素材
また、弊社事ですが今回初めて、展示会来場者以外からの単価の問い合わせが、フラン

スからあり、４年間継続することによる成果が出始めてきたと認識しています。
今後も各社の特徴のある商品の開発、近年特に言われている、エコ素材の取り扱いにも

積極的に取り組んでいきたいと思います。
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PREMIERE VISION PARIS 2021SS 展　出展レポート

トスコ株式会社　内海 康

　2021 年春夏向けプルミエール・ヴィジョン・パリは、2 月 11 日から 13 日の 3 日間にわ
たりパリ・ノールヴィルバンド見本市会場で開催されました。

　日本からの 55 社を含む世界 48 カ国 /1,710 社が出展しましたが、新型コロナウイルスの
影響で中国企業の 45 社が出展を見合わせました。特に縫製エリアの Hall2 は大半が中国企
業だったため会場は完全に閉鎖されました。
　来場者はコロナウイルスによる出展社のキャンセルやメゾン系をはじめとするバイヤー
の出張禁止・自粛により約 45,000 名で通常来場者数の 8 割強でした。

　21SS キーカラーはペールブルー。青空や太陽光の降り注ぐ水の中の透明感や反射する
光による新鮮なイメージが全体テーマでした。今回の色の提案は個別の色調ではなく色の
組み合わせによる 5 つのハーモニーが強調されました。

　弊社は５回目の出展で、ロケーションは HALL6 の PREMIUM RELAX。 CELC の
LINEN DREAM の近くで、周囲は LIBECO( ベルギー )、EMBLEM( アイルランド )、
LINAS( リトアニア ) 等欧州の著名な大手リネンメーカーでした。

　FORUM で展示された素材は、「PERSPECTIVES」でラミー水撚・ラミーストレッチ・
リネンペーパーの３マーク、「ESSENTIAL」でオーガニックラミー・オーガニックリネン・
ペーパーのオックス・ラミーローン・ラミー天竺など５マークで計８マークでした。テー
マは『共生』で自社工場のラミーとリネン ( 乾紡 ) に加えて、2011 年に GOTS のオーガニッ
ク認証を受けたオーガニックラミーやオーガニックリネン、ペーパーヤーン ( 和紙 ) と他
素材との複合商品を ETHICAL　COLLECTION として提案しました。

　3 日間の来場者は 70 社程度でサンプルセレクトは 50 社強。大半は自らがブランドを持
つ中小のアパレル業者でした。今後は直接フォローと現地エージェントとのパートナー
シップにより、きめ細かく販促して行きます。

　世界的な環境意識の高揚でサステイナブルでなければファッションでないとする潮流が
ありますが、麻は元来倫理的な環境のもとで生産されているサステイナブル素材です。歴
史を有する麻が人と共に長く歩んできたのは多様性を受け入れて柔軟に進化してきた結果
です。今後も気候変動や生活者の嗜好の変化が続く中でサステイナブルであり続けるため
には変化を恐れず臨機応変に新たなイノベーションに挑まなければならないと認識してい
ます。
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　ファッション先進国の欧米に日本素材を購入していただくのは容易なことではありませ
んが、麻素材のトレンドは一時的なものではなく世界中に定着されつつあります。環境に
やさしく持続可能な麻を追求することは人が自然と共存できる明るい未来につながると確
信しています。

　会員の皆様とともにオールジャパンで日本の麻の存在価値を高めて行きたいと思いま
す。

以上
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会員企業紹介

今村株式会社
代表取締役　今村　政則

≪会社概要≫
住　所 〒 562-0035　大阪府箕面市船場東３－１－６
連絡先 TEL 072-728-3201　　FAX 072-728-5210
業　種 紳士衣料製品通信販売
販売先 日経社通販歳時記、読売・朝日等全国紙通販　等
設　立 1981 年 7 月
資本金 10,000 千円
ＵＲＬ http://www.ippin-club.com

“日本の夏　夏は麻”
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会員企業紹介

滋賀麻工業株式会社
代表取締役　山田　清和

　当社は昭和 19 年（1944 年）の創業以来、湖東地域で伝統産業「近江の麻」と共に歩ん
できました。私共は、その長い年月の中で培った技術と経験を活かし、良質な麻織物製品
を提供しています。
　麻をはじめとする天然素材を軸に、人に優しく、環境保護に特化した商品作りを通して、
皆さまの健康で明るい暮らしを支えます。

　滋賀麻工業には 4 つの事業部があります。

　時代のニーズに応える企画開発を行いご提案する　『テキスタイル事業部』
　麻の心地よさを広く伝える　『寝装事業部』
　伝統の技を生かしたものづくりを行う　『和装事業部』
　麻の原点をじっくりと眺める　『ヤーン事業部』

　それぞれの部署で麻のさらなる可能性を追求し、魅力をお伝えする製品作りを行ってお
ります。

≪会社概要≫
住　所 〒 529-1313　滋賀県愛知郡愛荘町市 583 番地
連絡先 TEL 0749-42-2525　　FAX 0749-42-4443
業　種 繊維工業＜織物・製品製造業＞
取扱品 国内外有名ブランド向服地・和洋装織物・寝具和装製品・麻糸
設　立 昭和 19 年 6 月 2 日 
資本金 20,000 千円
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会員企業紹介

株式会社丸萬
代表取締役社長　丸山　恒生

　弊社は 1901 年（明治 34 年）にジャカード織機の織布と縫製の工場を併設し業務を開始
しました。江戸時代末期から続く北播磨の人々が織りなす播州織は、高級先染め織物とし
て世界に名を馳せ、現在でも先染め織物は、国内生産の約 70％をシェアしています。少な
からず海外シフトされている昨今ですが、その中でも変わらない大事なものを、私共は経
糸と緯糸で織りなすファブリックとして、昂揚感、驚き、可愛らしさを大勢の方々に伝え
てゆきたいと考えております。
　そのような思いで数年前からオリジナルブランド “POLS ポルス” を立ち上げました。
　伝統を引き継ぎながらも斬新なテクニックを駆使し、織物の面白さや Made In Japan の
良さを Enjoy Fabric のテーマのもとに　世界に広げていければと思っております。

＜会社概要＞
称 号 ：株式会社　丸 萬
資 本 金：10,000,000 円
従 業 員 ：26 名
取扱品目 ：先染、後染織物全般
関連会社 ：株式会社 保険の夢工房
本 社 ：兵庫県西脇市西脇 405 番地
大阪支店 ：大阪府大阪市中央区内淡路町 2-4-5
東京オフィス：東京都中央区日本橋人形町 3-3-5 天翔日本橋人形町ビル 303 号室

丸萬本社（兵庫県西脇市） 自社ブランド POLS
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新会員企業紹介

森保染色株式会社
取締役社長　早川　典雄

　森保染色株式会社は、昭和 21 年に設立され創業から数えて 80 年ほどになります。
創業当時は、家庭用染料の製造販売事業から始まり、昭和 25 年より繊維原料染及び糸染
色事業に転業し地場産業である羊毛の染色加工に従事し、昭和 30 年初頭にチーズ染色を
開始し現在まで、繊維業界の皆様に支えていただき創業者、諸先輩をはじめ皆様にご指導
をただき先染め染色業を続けさせていただいております。

　事業内容としては、毛織物用原糸、ニット用原糸、毛糸、合繊、綿麻混紡糸、車輛用内
装原糸、インテリア及び生活資材など天然繊維から合繊、フィラメント繊維に至るまで幅
広く染色加工に取り組ませていただき、特殊技法ではチーズ染色での麻やリネンの中白染、
ウールメランジや綿の斑染や異色染など積極的に取り組みアラミド繊維の染色や銅、ニッ
ケル、銀などを繊維へメッキする金属メッキ加工などチーズや原料の状態で行わせていた
だいています。

　また、機能加工なども推進し新しい開発の取り組みや、研究開発など年を追うごとに増
えており誠に感謝申し上げます。弊社は町工場ではございますが繊維業界の将来を真面目
に考え弊社が出来ることやご協力をさせて頂けることを一生懸命取り組ませていただき繊
維をご使用いただくあらゆる産業の皆様にご協力させていただけるよう社員一同で染色加
工技術の未来に向かって取り組んで参りますのでどうぞよろしくお願い申し上げます。

< 会社概要 >
創立　　　1946 年（昭和 21 年）
資本金　　3,150 万円
事業内容　染色加工業
本社　　　愛知県一宮市三条字下り戸 32 番地
主な認証　ISO9001（2017 年 ISO14001 を併合）
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新会員企業紹介

オーハシセンイ株式会社
代表取締役会長　張　秋林

　オーハシセンイ株式会社の前身創立は 1970 年代、創立者は故大橋昭三先生です。
　滋賀県彦根市柳川町にて麻織物専業の会社を創立したのが始まりです。
　当時の日本の麻ブームを追い風に、最高レベルの麻の織物が生産されました。
　1982 年、中国の最大亜麻紡績、麻織物を生産していたハルビン亜麻紡績工場を訪問し、
技術と人的交流が始まり、2000 年末、亡くなる前に 1999 年後半中国蘇州工業園区にて日
中合弁蘇州大橋麻業有限公司を創立。
　現在の事業継承者は、「進化する麻糸・麻織物を創り、お客様（日本）に架かる大きな
橋となる。」との“大橋精神”を念頭に麻事業を営業しております。
　リネン、ヘンプの素材を主軸に、ハードマンズブランドで展開しています。

≪会社概要≫　
■ オーハシセンイ株式会社

大阪事務所 〒 591-8025 大阪府堺市北区長曽根町 735-3
 TEL：072-275-5884　FAX：072-275-5484
滋賀倉庫 〒 521-1146　滋賀県彦根市柳川町 352-2
 TEL：0749-43-2153　FAX：0749-46-5858
 E-mail：o-hashiseni@circus.ocn.ne.jp

≪グループ会社≫
■ 上海柳川大橋麻業有限公司
■ Shanghai Herdmans Linen Co., Ltd
　 住所：上海市仙霞路 317 号遠東国際広場 B 棟 2503 ～ 2506
　 TEL：86（021）6278-6828　FAX：86（021）6278-6827

●  2002 年 4 月、日本麻紡績協会会長を務めた帝国繊維・飯田時章社長が北京を訪問。中
国麻紡行業協力理事長（兼　中国紡織工業協会副会長）・張世平氏（前列右）、同秘書長・
洪君女史（後列右）、蘇州大橋麻業有限公司社長・張秋林氏（後列左）と。日本麻紡績
協会と中国麻紡行業協会は、国を超えた業界ベースで交流を深め、情報交換や共同開発
等を通じ、日中両国における麻業界の発展を目指している。
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コロナ（COVID-19）に関する日本麻紡績協会 会員皆様へのCELC通信

日本麻紡績協会 会長代行 香山 様
CELC（欧州麻連盟） 会長 デポルク（Depourcq ）,

親愛なる会長代行、 

中国に続き、ヨーロッパは現在 COVID 19 に直面しています。 その西欧諸国のほとんどは現在隔離中（閉鎖情況）となっ
ております。

CELC（欧州麻連盟）のオフィスは現在閉鎖されていますが、チームはできる限り自宅で就業しております。 ＣＥＬＣの
経済部は閉鎖しておりません。

香山会長代行と日本のリネンを扱う会社の皆様と風通しを良くするために、リネン原料の状況に関して私たちが共有した
い公式の情報は下記の通りであります。 会長代行は ASABO 会員の皆様に情報を共有して頂ければとおもいます。

欧州麻連盟（CELC）は、欧州リネン（亜麻）原料の当該主要 3 ヵ国の活動停止を監視しています。

2020 年 3 月 18 日朝、暫定的に生産を中断したスカッチング工場操業の、以下の重要な点を確認ください。
＊ 状況の進展に応じて必要ならリストが更新されます。
＊ 重 要： 中断はスカッチング工程の操業のみに関係します。各会社は正式には活動中のままです。管理機能は継続中で

あり（一般的にはテレワーク中ですが）、亜麻の種子の供給は完全に保証されています。
＊ 長線（正線・Line）および短線（粗線・Tow）の出荷は一般的には保証されています。
＊ 長線（Line）の在庫は、2 月末現在 約 25、000 トンであり、この在庫は全て 2019 年収穫分の品質範囲である。従って、

「在庫状況は安全圏」といえます。

＜ リネン原料の各国の生産状況＞
＊ フランス：

法的状況： 3 月 16 日 マクロン大統領の発表（政令 No。 2020-260）3 月 17 日正午に発効、2020 年 3 月 31 日まで、「家
と運動場所の間の旅行及び延期することができない職業活動と職業旅行 」を含む軽蔑的な理由（支援証書）を除き、人々
の屋外への移動を禁止する。

スカッチング工場の状況： 22 社のスカッチャーのうち、19 社が火曜日と水曜日の朝に加工活動を停止しました。他の
3 社は週末迄の一時停止を発表しました

＊ ベルギー：
法的状況： 3 月 17 日火曜日、国家安全保障理事会による発表と、3 月 18 日水曜日正午に 4 月 5 日迄、閣僚命令が発令
された。テレワークが不可能であり、また雇用者が職場および組織化されたすべての輸送で最小安全距離（1.5 メート
ルと推定）を実施できる場合にのみ、作業は許可されている。

スカッチング工場の状況：　3 月 18 日水曜日に発表された声明では、ベルギー協会は " 生産を止めることは悪い選択
ではない "　と示している。スカッチング工場に向けて調査を開始し、閉鎖する会社と稼働中のままにする会社を特定
しました。 19 日火曜日の朝には、16 社のスカッチング工場および / または再スカッチング業者は、稼働中のままで
あることを発表しました（時には生産能力が大幅に減少）。　一方、4 社は当面休業中であるが、この数は増加すると
予想される。他の会社についても調査は継続していきます。

＊ オランダ ：
法的状況： 現状、抑制政策措置は無し。

スカッチング工場の状況： スカッチャー 4 社の内、3 社は稼働中である。
欧州麻連盟（CELC）の経済部（Economics Department）のDamien DURANDは、紡績工場の経済活動の評価を、機業所やニッ
ターと同様に実施し、最終市場の観察にも取り組んでいます。
この状況下、日本市場からの紡績、機業の各種データがあれば大変ありがたく思います。 CELC と共有できるデータ、最
終消費市場に関する情報も含めて、勿論日本以外も含めお待ち致しております 。
何かあればご遠慮なく御連絡下さるようお願い申し上げます。

CELC( 欧州麻連盟 ) 会長 Bart DEPOURCQ

ATTENTION TO EXECUTIVE PRESIDENT KAYAMA, ASABO
FROM PRESIDENT DEPOURCQ, CELC
 
Dear Executive President,
 
After China, Europe is now facing COVID 19
Most of the Western Europe Countries are now in quarantine.
 
CELC office is closed but the Team is working from home as much as they can.
The Economics Department is working.
 
To be transparent with you and the Japanese Linen Mills, here is the official information we wish to share with you 
regarding the Linen Fibre situation. You may share it to ASABO members.

CELC is monitoring the suspensions of activity in the three concerned producing countries.
 
Please find below a point on the date of the scutching mills whose activity is provisionally suspended on the the morning 
of March the 18th, 2020.
 
＊ The list will be updated if necessary, according to the developments of the situation.
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＊ Important: the suspension only concerns the scutching line activity. Companies remain formally open. Administrative 

functions continue (generally teleworking) and the supply of seeds is guaranteed.
 
＊ Long fiber and short fiber deliveries are generally ensured
 
＊ The stock of long fibers is around 25,000 tons at the end of February, every quality range of the 2019 harvest. There 

is therefore a “security stock”.
 
Situation in flax fiber-producing countries
France:
Legal situation: announcement of the President of the Republic Emmanuel Macron on March the 16th, decree No. 2020-
260 entering into force on March the 17th at noon and prohibiting until March the 31th, 2020 the movement of people 
outside their home except for derogatory reasons (certificate in support), including "journeys between the home and the 
place or places of exercise of the professional activity and professional trips that cannot be postponed".
 
Scutching mills situation :
19 out of 22 suspended their processing activity between Tuesday and Wednesday morning.
The other three have announced a suspension by the end of the week.
 
Belgium:
Legal situation: 
Announcement by the National Security Council on Tuesday March the 17th and ministerial order coming into force on 
Wednesday March the 18th at noon until the April the 5th. Work remains authorized if telework is impossible and only if 
the employer can enforce a minimum safety distance (estimated at 1.5 meters) at the workplace and in every organized 
transportation.
 
Scutching mills situation :
In a statement published on Wednesday March the 18th, the Belgian Association as indicates that "stopping production 
would not be a bad option". 
We launched an investigation towards the scotching mills to identify the companies that will close and those that will 
remain open.
Tuesday the 19th on the morning, 16 scutching mills and/or flax to rescutchers announced to remain open (sometimes 
with a strong reduction in capacity), and 4 closed their doors for the moment, but this number is expected to rise. The 
investigation continues for the other companies.
 
The Netherlands:
Legal situation : 
No measure of containment
 
Scutching mills situation :
Of the four Dutch scutching mills, three are still in operation,.
  
Damien DURAND, from CELC Economics Departement is also working on an evaluation of the economic activity of 
spinning mills as well as weaving & knitting and final market watch.
 
We would much appreciate any data from the Japanese spinning and weaving market.
Do you have any data you may share with CELC?
Any data or information about the final market? In Japan or in any country…
 
We remain at your disposal,
 
Bart DEPOURCQ,
President
 
Marie-Emmanuelle BELZUNG
General Manager
 
marie-emmanuelle.belzung@europeanflax.com
CELC ¦ ¦ ¦CONFEDERATION EUROPEENNE DU LIN & DU CHANVRE ¦ ¦ ¦ EUROPEAN FLAX & HEMP 
CONFEDERATION

15 rue du Louvre
FR- 75 001 Paris
TEL 00 33 [0]1 42 21 02 35
MOB 00 33 [0]6 70 20 73 98
www.europeanflax.com
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ア 青葉株式会社
 株式会社 AKAI
 株式会社アクシス
 浅記株式会社
 朝日加工株式会社
 旭紡績株式会社
 アトモスフェール・ジャポン株式会社
 株式会社アマックスコーポレーション
 株式会社 ANTS JAPAN
 アンドー株式会社
 今村株式会社
 岩田工房
 栄光染色株式会社
 越前屋多崎株式会社
 エップヤーン有限会社
 株式会社エヌ・ビー・アール
 近江織物株式会社
 株式会社大志茂
 オオハシセンイ株式会社
 大森撚糸株式会社
 小千谷織物同業協同組合
カ カネマサ莫大小株式会社
 有限会社金丸整理工業
 甲株式会社
 有限会社川登
 株式会社カンセン
 株式会社関東小池
 菊高産業株式会社
 岐セン株式会社
 株式会社北国生活社
 株式会社キョウワソーイング
 株式会社金原
 グロリア株式会社
 桑村繊維株式会社
 ＫＢツヅキ株式会社
 株式会社ケンランド
 江東製織株式会社
 興和株式会社

 有限会社小啓修整織物
サ サイボー株式会社
 澤染工有限会社
 株式会社三幸
 株式会社三幸ソーイング
 株式会社三和リネン
 有限会社シービープランニング
 滋賀麻工業株式会社
 信友株式会社
 島村メリヤス株式会社
 株式会社ジャスカ
 聖天株式会社
 新成物産株式会社
 新陽株式会社
 鈴木晒整理株式会社
 有限会社鈴由商店
 装研株式会社
夕 株式会社ダイイチ
 大恒株式会社
 株式会社大長
 株式会社タグチ
 株式会社武田商店
 株式会社タケミクロス
 タッカ株式会社
 辰野株式会社
 田村駒株式会社
 蝶理株式会社
 帝国繊維株式会社
 有限会社テキスタイルベガ
 株式会社テザック
 稲京株式会社
 東興産業株式会社
 東洋繊維株式会社
 東洋物産株式会社
 東和株式会社
 株式会社トーホーユニ
 トスコ株式会社
 殿岡服飾工業株式会社

 豊川テキスタイル株式会社
 豊田株式会社
ナ 中伝毛織株式会社
 中村株式会社
 有限会社ナカモリ
 西本株式会社
 西山繊維株式会社
 日新実業株式会社
 ニット技研
ハ ハイランド MP 株式会社
 服部テキスタイル株式会社
 平岡織染株式会社
 株式会社廣瀬商会
 廣瀬又一株式会社
 藤居織物工場
 ブルーミング中西株式会社
 株式会社穂高商事
マ 株式会社麻絲商会
 丸佐株式会社
 丸進工業株式会社
 株式会社丸萬
 三重ユニフォーム株式会社
 株式会社三崎
 ミマス株式会社
 未来テクノ株式会社
 株式会社武蔵富装
 株式会社むつ縫製
 森菊株式会社
 森保染色株式会社
ヤ 山甚物産株式会社
 株式会社ユニウェル
ラ 有限会社リネット
 リネンハウス株式会社
ワ 株式会社ワールドプロダクションパートナーズ

日本麻紡績協会 110 社、1協同組合（五十音順）
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日本麻紡績協会

〒 103-0013 東京都中央区日本橋人形町 1-1-10
TEL 03-3668-4641
FAX 03-3668-4642

Email jp-asabo@cb.wakwak.com
URL http://www.asabo.jp/

令和 2年 6月 12 日発行

本誌表題について

「麻につるる」は、ことわざ「麻につるる蓮（よもぎ）」に由来しています。
ことわざの意味は、「曲がって生えやすい蓬でも、真っ直ぐに生える麻の中で育
てば、曲がることなく自ずと伸びる」ということです。
転じて、善良な人々に交われば、殊更に教育をしなくとも自然に善良な人に育つ、
という意味に用いられます。
日本麻紡績協会におきましても、麻に携わることを生業（なりわい）としている
我々は、このビジネスに打ち込んでいる、それだけで真っ直ぐなどビジネス人生
を描いて、成長していくことができる、そういう想いと願いを込めて、当協会誌
のタイトルといたしました。



Hemp Field in China


